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学
生
懸
賞
論
文
発
表

選　

評

　
寺
尾
　
創
佑
（
文
学
部
中
国
文
学
科
四
年
＝
令
和
五
年
度
）

　
　『
論
語
集
注
』
に
お
け
る
「
曾
子
」

　

本
論
文
は
、『
論
語
』
に
見
え
る
曾
子
に
注
目
し
て
、
朱
熹
が
ど
の
よ

う
に
従
来
の
評
価
を
改
め
て
い
っ
た
か
を
考
察
し
た
論
考
で
あ
る
。
朱
熹

の
学
問
は
近
世
の
東
ア
ジ
ア
で
受
容
さ
れ
、
江
戸
時
代
の
日
本
に
も
大
き

な
影
響
を
与
え
た
。

　

本
論
文
は
三
章
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
第
一
章
で
は
朱
熹
以
前
に
曾
子
が

ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
き
た
か
を
整
理
。
第
二
章
で
は
『
論
語
』
解
釈

に
お
け
る
朱
熹
の
曾
子
評
価
を
考
察
。
第
三
章
で
は
、
同
じ
孔
子
の
弟
子

で
あ
る
子
貢
と
曾
子
を
比
較
。
こ
れ
ら
三
章
の
考
察
を
経
て
、
朱
熹
が
い

か
に
曾
子
の
学
問
姿
勢
を
高
く
評
価
し
た
か
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。
曾
子
の
学
問
に
努
め
る
姿
勢
が
注
目
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

本
論
文
は
、
朱
熹
の
曾
子
評
価
を
二
つ
の
比
較
に
よ
っ
て
浮
き
彫
り
に

す
る
。
一
つ
は
時
間
軸
に
よ
る
比
較
で
あ
る
。
曾
子
は
漢
代·

唐
代
に
は

孝
子
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
時
期
、
父
母
に
対
す
る
「
孝
」
は
非

常
に
重
視
さ
れ
る
評
価
基
準
で
あ
り
、
曾
子
は
孝
の
実
践
者
と
し
て
見
ら

第
一
部
門
（
本
学
文
学
部
・
神
道
文
化
学
部
・
別
科
在
籍
者
）

　

入
選　

寺
尾　

創
佑
（
文
学
部
中
国
文
学
科
四
年
）

　
　
　
　
　
『
論
語
集
注
』
に
お
け
る
「
曾
子
」

第
二
部
門
（
本
学
大
学
院
文
学
研
究
科
・
専
攻
科
在
籍
者
）

　

佳
作　

中
山　

さ
ら
（
文
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
二
年
）

　
　
　
　
　

出
雲
国
造
神
賀
詞
奏
上
儀
礼
―
負
幸
物
と
献
物
―

　
　
　
　
　
　
（
＝
本
誌
第
一
二
四
巻
第
七
号
掲
載
）

　

佳
作　

鳴
海　

あ
か
り
（
文
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
二
年
）

　
　
　
　
　

�

い
わ
ゆ
る
「
丑
の
刻
参
り
」
の
完
成 

―
妬
婦
・
藁
人
形
・
呪
釘
―

　
　
　
　
　
　
（
＝
本
誌
第
一
二
五
巻
第
三
号
掲
載
）

�

（
所
属
・
学
年
は
、
応
募
ま
た
は
掲
載
当
時
）
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れ
て
い
た
。
一
方
で
曾
子
の
学
問
姿
勢
に
つ
い
て
は
そ
れ
ほ
ど
特
別
視
さ

れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
漢
唐
の
解
釈
と
朱
熹
の
解
釈
を
比
較
す
る
こ
と

で
、朱
熹
が
い
か
に
曾
子
の
学
問
姿
勢
を
評
価
し
た
か
と
い
う
こ
と
を
示
す
。

　

い
ま
一
つ
は
同
じ
孔
子
の
門
人
子
貢
と
の
比
較
で
あ
る
。
子
貢
は
曾
子

と
同
じ
よ
う
に
苦
労
し
て
学
問
に
努
め
た
弟
子
で
あ
り
、
孔
子
の
評
価
も

高
い
。
し
か
し
朱
熹
は
子
貢
が
わ
ず
か
に
天
理
の
理
解
に
は
至
ら
な
か
っ

た
と
す
る
。
こ
の
わ
ず
か
な
違
い
に
、
朱
熹
の
子
貢·

曾
子
評
価
が
反
映

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
子
貢
と
の
比
較
を
通
し
て
、
朱
熹
に
よ

る
曾
子
の
位
置
づ
け
を
よ
り
明
確
に
し
た
。
以
上
の
比
較
検
討
に
よ
り
朱

熹
の
『
論
語
』
解
釈
で
は
、
曾
子
は
学
問
に
努
め
る
者
の
道
し
る
べ
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
結
論
す
る
。

　

曾
子
評
価
と
い
う
観
点
は
先
行
研
究
で
も
採
り
あ
げ
ら
れ
て
き
た
も
の

で
あ
る
が
、
本
論
文
は
重
要
と
思
わ
れ
る
朱
熹
の
言
葉
を
部
分
的
に
と
り

あ
げ
、断
片
的
に
論
じ
た
も
の
で
は
な
い
。漢
唐
時
代
の
解
釈
と
の
比
較
、

門
人
同
士
の
比
較
と
い
う
二
つ
の
視
座
に
よ
り
、
総
合
的
に
朱
熹
の
曾
子

評
価
を
整
理·

検
討
し
た
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。
特
に
子
貢
と
の
比
較
と

い
う
視
座
は
、
解
説
や
語
彙
の
定
義
な
ど
で
い
ま
少
し
丁
寧
に
論
ず
べ
き

と
こ
ろ
が
見
受
け
ら
れ
る
と
は
い
え
、
新
た
な
視
点
を
提
示
し
て
お
り
、

今
後
の
発
展
が
望
め
る
テ
ー
マ
で
あ
る
。
学
生
懸
賞
論
文
と
し
て
十
分
に

評
価
に
値
す
る
論
考
で
あ
る
。


